



























し、マルクス主義に辿りついたことが、東アジア全体の思想に影響を与えたことがわかる。   
その帰結の一つは、東アジア、特に日本と中国におけるマルクス経済学ないし「政治経  
済学」の定着である。その定着の走りが河上の京都大学での1920年代半ばの講義であった  
とするなら、それから約80年が経過している。それは一連の問題を含んでいる： この  
潮流の経済学は、日本、中国における近代化と経済の発展にとってどのような役割を果た  
したのであろうか？ この潮流の経済学と結びついている哲学や政治思想は、経済理論の  
発展や現実の経済分析に貢献したのか、それともマイナスの作用を果たしたのか？ さら  
には、この潮流の経済学は、それが関連をもつ労働運動や革新政党の発展にとって貢献し  
たのか、それとも足柳となったのか？ 大躍進や文化大革命期の混乱を含む中国共産党の  
指導に、マルクス経済学は責任はないのか？ 中国の計画経済体制の放棄と市場経済化・  

















八木紀一郎   
＊ このシンポジウムと同日の夕に、同じ百周年記念ホールを会場にして、立教大学名  
誉教授・東京河上会代表の住谷一彦先生を講師として、河上肇記念公開講演会がおこ なわ  
れた。シンポジウムと併せて400人近い参加者があった。この記念講演は『経済論叢』  
（京都大学経済学会）第176巻第5・6号（2005年11／12月号）に掲載が予定されている。  
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